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救急蘇生のＡＢＣＤ 

• いかなる状況でもまず生きているのか否かを
確認する。 

• 脈が触れ、呼吸があれば焦る必要はない。 

• 無呼吸で脈が触れなければ蘇生術を開始。 

 Ａ：Ａｉｒｗａｙ（気道の確保） 

 Ｂ：Ｂｒｅａｔｈｉｎｇ（人工呼吸） 

 Ｃ：Ｃｉｒｃｕｌａｔｉｏｎ（心臓マッサージ） 

 Ｄ：Ｄｅｆｉｂｒｉｌｌａｔｉｏｎ（除細動） 



Ａ．気道の確保 



Ｂ．人工呼吸 



Ｃ．心臓マッサージ 

• １分間１００回、胸骨の上を両手で圧迫する 

• 人工呼吸は不要、出血している患者は不可 



心臓マッサージ 

• 両肘を伸ばし、自己の体重をかけるようにし
て強く圧迫する。 



Ｄ．除細動 

• 心臓の筋肉が痙攣している状態を心室細動
という。電気ショックを与えて、心臓の調律を
正常に戻す事を「除細動」と呼ぶ。 

• 除細動は早ければ早いほど救命率が上がる。 



除細動 


